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ご挨拶

 平成29年に始まった「教育・保育施設等に
おける子どもの安全管理士養成講座」が、
第5期生まで無事に終了し、160名もの『子
どもの安全管理士』を輩出しました事を記
念し、この度、「子どもの安全管理士　5周
年記念冊子」を発刊しました。

この講座の目的は、予防できる事故によっ
て子どもの命が奪われる場が、家庭だけで
なく、子どもたちを育む環境である教育・
保育施設等である悲惨な現実を変えること
です。
本来、教育・保育施設等は、日々の子ども
達の主体的な活動を支援しながら、子ども
の権利を守り命の尊厳を守る安心安全の場
です。私達は、この大事な目的を見失うこ
となく、死亡や後遺症を残すような重篤な
事故とならないよう常日頃からの予防と万
が一の事故後の適切な対応を行う必要があ
ります。 また、家族に寄り添い、原因究明
と再発防止に努めなければなりません。 
この課題に向け、長崎県大村市と“認定NPO
法人Love&Safetyおおむら”では、セーフキ
ッズジャパンや日本子ども安全学会と連携
し、国から示された「教育・保育施設等に
おける事故防止及び事 故発生時の対応のた
めのガイドライン」などの子どもの安全指
針 に基づき、子どもの傷害(事故)予防の専
門家「子ども安全管理士」を育成して参り
ました。

『子ども安全管理士』となられました皆様
には、日頃からこの目的に向かい、現場で
リーダー的存在となってご活躍いただいて
おりますことに、心より感謝申し上げま
す。

この記念冊子には、これまでの歩みや実績
を納めました。また、研究や実践の一環と
して作成した研究レポートの中から高い評
価を得られた方々のものを抜粋し、別冊に
まとめておりますので、今後の活動の参考
にしていただきたいと思います。

 新型コロナ感染症が収まらず、またロシア
とウクライナの戦争が終わりの見えない現
状を思うと、心が痛む日々ですが、私たち
の目の前には生きて成長している子どもた
ちがいます。
皆様には、子ども達の輝く未来を保障する
ために、これからも生き生きとご活躍いた
だきたいと思います。
私どもは、皆様と共に、この活動を続けて
参りますので、今後ともどうぞよろしくお
願い申し上げます。

 NPO法人　Love & Safetyおおむら
代表理事 出口貴美子
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Love&Safetyおおむらは、様々な機関
と連携し、子どもの事故予防の為に活動
しています。

組織図
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お祝いの言葉
お祝いの言葉

大村市長　
　園田 裕史

大村市は、NPO法人Love＆Safetyおおむらとの協働
による取組みとして、平成29年度から「子どもの安
全管理士養成講座」を開催しています。この取組み
も5年目となり、5年間で約160名の皆様を子ども安
全管理士として認定させていただきました。皆様に
は、子どもの安全管理士として、それぞれの職場
で、子ども達を事故から守るリーダーの役割を担っ
ていただいています。そして、そのことが子どもた
ちの事故予防につながっているものと確信していま
す。
　これまで受講していただいた皆様、又、講座の運
営に当たりご尽力いただいています出口先生はじめ
関係者の皆様へ心から感謝申し上げますとともに、
今後益々のご活躍を祈念いたします。
令和4年3月20日

 
大村市こども家庭課長
　川下 善文

子どもの安全管理士養成講座も5年目となり、約160
名の受講者の皆様を子どもの安全管理士として認定
させていただきました。これまで受講していただい
た皆様、そして、講座の運営にご尽力いただいた
NPO法人Love＆Safetyおおむらの出口理事長はじめ
関係者の皆様に深く感謝申し上げます。
　子ども達の事故を防ぐことと、子ども達の発達を
促すために様々な活動や経験をしてもらうことは、
どちらも重要なことと思いますが、この二つを両立
させるのは、なかなか難しいことだと思います。講
座を受講された皆様が得られた専門的な知識が、そ
のために非常に役立つのではないでしょうか。
 皆様のご活躍が、子ども達の健やかな成長につなが
っていくことを祈念いたします。
令和4年3月20日
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お祝いの言葉吉川慎之介記念基金代表理事
　吉川 優子

第5期大村市子ども安全管理士の皆さまへ
大村市子ども安全管理士の認定おめでとうございま
す。
新型コロナウィルスの影響が続く中、皆さんと一緒
に子どもの命を守るという思いと学びを共有できた
ことは、とても尊く大きな励みになりました。
皆さんの活動によって、子どもさんと多くの人の幸
せな日常が守られると思います。
子どもさんたちの笑顔あふれる明るい未来のため
に、子どもの安全と事故予防の取組を広げていきま
しょう。
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　 ての子どもが
平等に幸せに育つために

想像しよう、創造しよう

全



講師の皆様

8 ページ

　あいうえお順

石井逸郎
（ウェール法律事務所弁護士）

大野美喜子
（学術博士、産業技術総合研究所研究員）

川下 善文
（大村市こども未来部こども政策課）

北村光司
（工学博士、産業技術総合研究所主席研究員）
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8 ページ

小佐井良太
（福岡大学法学部教授）

西田佳史
（工学博士、東京工業大学教授）

田崎恭子
（長崎県大村警察署　交通課交通指導

第二係　巡査長）

出口貴美子
（小児科医、Love&Safetyおおむら理事長）
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8 ページ

吉川優子
（吉川慎之介記念基金代表理事） 

渡辺直史
（プラムネット株式会社

アウトドア共育事業部統括リーダー）

7



学校法人九州文化学園
九州文化学園小中学校

アシスタントマネージャー
 

宮﨑正志
 

　私は、2020年度に皆様と同じようにLove&Safetyおお
むらの出口先生の講習を受講させて頂き、大村市様の方
から子ども安全管理士に認定して頂き、現在、大村市子
ども安全管理士協会で理事を仰せつかっております。
　私は、元々、警察官でしたが、早期退職し、現在の小
中学校では、子どもたちの安全面での教育のお手伝いを
したり、児童募集で訪問する幼稚園、保育園の先生方の
御相談を受けて、事故予防、安全管理の相談、防犯講習
等を行っております。
　私の安全管理士としての一例をお話させて頂きます。
　夏休みに、本校敷地内にある学童クラブにおいて、小
学生低学年を対象として、日本子ども安全学会でご一緒
させて頂いた日本ライフセービング協会副理事長の松本
様から、遠隔で「水辺での安全」「ライフジャケットの
着用方法」をご講義頂き、Love＆Safetyおおむら様から
ご協力頂き、ライフジャケットを借用して、着用方法に
ついても実践を行いました。
その翌日に、実際に海に子どもたちを連れていき、ライ
フジャケットの着用の仕方、着用しての浮き方や安全な
遊び方を実践しました。

 ライフジャケットの着用方法を学び、子どもたちが実践している様子
 

卒業生の
活躍
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　また、ある幼稚園で不審者対応のご相談を頂き、
ネットランチャーの購入を斡旋し、実際の使用方
法、使用基準、安全管理体制等について講和をさせ
て頂きました。
　子ども安全管理士となられた皆様は、これから日
頃の業務の中で、施設設備の安全点検、園外保育で
の安全管理、管理体制の見直し等様々な解題に対し
て、自分に何ができるか考えていかれると思いま
す。
　子どもたちを取り巻く環境の中で、危険を除去す
ることは大切ですが、安全とは遊びや体験すること
を除去することではなく、置かれた環境の中で大人
が危険を未然に防止し、子どもたちの保育、教育を
通して、遊びや体験の中から安全を学ぶことができ
ると考えます。
　今まで講師を頂いた先生方の講義資料を見直すこ
とで皆様の意識や知識を研鑽することができると思
います。さらには新聞記事等で子どもたちが被害に
あう痛ましい事件事故について、自分なりにシミュ
レーションをして頂き、自分だったらどうする、自
分の施設で起こったら、どう対応するかなどと普段
から考えることが大切であると思います。 
　皆様が施設の基点となって、安全に対する意識を
施設全体で共有し、事例研修会を行うなど施設全体
に浸透するような活動も同時に行なって頂ければと
思います。

　現在、世界では戦争が起こり
子どもたちが犠牲になり、地
震、自然災害等が起こってお
り、予期しないことが今度は身
近に起こることもないとは言え
ません。
　国会におきましても、２０２
３年4月「こども家庭庁」の創
設法案が審議されており、今後
は幼児教育の充実や、子どもた
ちが安全で安心して過ごせる社
会を創っていかなければなりま
せん。このような情勢の中、皆
様が取得されたこの子ども安全
管理士の資格は今後の子どもた
ちの安全を担っていく上で、大
きな意義があると思っておりま
す。
　このネットワークは、子ども
たちの安全のためにあるもので
す、このご縁を大切にして有効
に活用して頂き、皆様と一緒
に、子どもたちの安全と安心で
きる社会を創っていきたいと思
っております。

 ネットランチャーを使った不審者対応のための
講習会を実施している様子
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思い出 これまでに沢山の子ども安全管理士が
誕生しています。
コロナの影響で、第3期生の認定式以
降はZoomでの集まりになりました。

10



認
定

N
PO

法
人

LO
V

E&
SA

FE
TY

 お
お

む
ら

の
歩

み

11

資
料



12



13



出典先
出口貴美子；地域ぐるみで子どもを守ることの意義と実践
 ―長崎県大村市で行なっている教育・保育施設での子ども安全管理講座の取り組み―
子ども安全研究5；8-11,2018 
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子ども安全管理士協会への
ご入会とNPO法人への
ご支援について

お知らせ

大村市子ども安全管理士取得後の子どもの事故予防活動の基盤として、皆様
のご入会をお待ちしております。

【ご入会方法】
次ページにあります申込書に必要事項をご記入後、子ども安全管理士協会事
務局（L&Sおおむら事務局内）宛てにメールまたはFAXでご送付ください。
E-Mail : love_safety_oomura@yahoo.co.jp
FAX : 0957-52-5014
会費は申込書に記載の口座へのお振込みをお願いいたします。

22

私たちは、一人でも多くの子どもが不幸な事故に巻き込まれることなく安
全に成長できるよう、活動しています。その資金援助のため、皆様から広
くご寄付を受け付けております。
今後も子どもの事故予防のために努めてまいりますので、何卒温かなご支
援とご協力を心よりお願い申し上げます。

【寄付金受付口座】
振込先：十八親和銀行大村中央支店　普通　１０５５８７０
口座名義：トクヒ）ラブアンドセイフテイオオムラ

ご寄付にあたりまして寄付金控除の申告に必要な「寄付金受領証明書」を
発行いたします。証明書にはご寄付いただきました方のご住所・ご氏名を
記載する必要がありますので、事務局までお知らせいただきたくお願いい
たします。
証明書はご記載のご住所・お名前宛に郵送させていただきます。

【子ども安全管理士協会へのご入会案内】

【Love&Safetyおおむらご支援受付案内】

mailto:E-mail%3Alove_safety_oomura@yahoo.co.jp




全ての子どもたちが
安心して暮らせる未来のため

これからも
皆様と一緒に励んでいきたいと思います
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